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事業名

実施した事業の成果

実施した事業に対する評価

備考

ロゴマーク等の表示方法

（                                     ）

事業の実施状況及び実施結
果並びに助成金の使途に関

する情報の公開方法

　本事業の実施によって判明した知見は日本テニス協会が主催する各種の指導者養成講習会、
指導者講習会に講習内容として反映されている。またメディカルスタッフ間での情報共有をすする
めるため実施によって得られた知見に関して報告、検討を行う会議を開催し、情報の共有を図っ
ている

実施した事業の内容
(種目･期間･場所･対象者・

実施方法等)

〔実施事業の内容〕

以下の大会・合宿等における調査を行いデータの集計等を行った。
関西ジュニア選手権大会（7月15日～24日 靱テニスセンター）
全日本ジュニア選手権大会（7月31日～8月8日 靱テニスセンター）
男子プロツアー東京大会（楽天ジャパンオープン 9月29日～10月7日 有明テニスの森公園）
女子プロツアー大阪大会（HPオープン 10月6日～14日 靱テニスセンター）
ワールドスーパージュニア（10月20日～28日 靱テニスセンター）
全日本テニス選手権大会（10月31日～11月11日 有明テニスの森公園）
調査内容および分析内容に関する打ち合わせ（8月31日NTC、11月2日横浜）

事業の第三者への委任（委託等）の有無

本事業を実施したことにより、テニス選手特有の傷害や外傷の状況に関しての知見を得ることが
出来た。
これらの結果として育成年代のテニスプレーヤーに対する示唆として、身体が成熟した後のの傷
害・外傷の発生原因となる要因への対策を育成年代で留意するべきである事、また成長段階特
有の外傷・障害は段階がどこにあるかのの把握や、疲労状態の把握などを行う事によって予防で
きる可能性があると言う点に関しての知見が得られた。

本事業は概ね予定通りに実施された。
これらの調査を継続的に行う事がジュニアの育成段階におけるスムーズな成長・発達・パフォー
マンスの向上に役立つ基礎的資料を得る事に繋がるため今後も長期継続的にこういった取り組
みを行う必要と価値があると思われる。

実績報告書

助成事業細目

スポーツ活動推進事業

調査研究

テニス選手の傷害調査事業

ホームページ上の表示 活動場所での掲示（看板等による） 

印刷物への表示 取得物品への表示 

その他 

有 無 


